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②  学習習慣の確立 課題と目標   
【具体的な取組の方向】 

・年間を通して学習実態調査を行

う。（年間５回）    Ａ【進路】 

・『進路のてびき』（平成２４年度）

の発行準備をする。  Ａ【進路】 

・小テストの定着と充実を図り、復

習のための要点をおさえた課題

を課する。     B【国語】 

・隔週ごとにプリントを配付し、基

礎・基本的な事項を理解させる。 

Ｂ【地歴公民】 

・１及び２年次生では平日課題及び

週末課題を課し、学習時間の確保

を図る。        A【数学】 

・定期的に課題を課し、提出状況を

把握するための一覧表を週単位

で提示する。      B【理科】 

・復習事項及び内容を明示し、小テ

ストで理解及び定着度を把握す

る。            B【英語】 

・２年次より進路に関わる学力の養

成のための週末課題と長期休業

中課題を課する。  B【家政科】 

・家庭からの協力と理解を得るため

に、更に内容の充実した年次通信

を発行する。   Ａ【１年次】 

・年次通信と進路通信について、生

徒用と保護者用を用意し、保護者

の関心を満たすような情報を確

実に伝える。    C【２年次】 

・年次通信と進路通信について、３

年次にふさわしい学習習慣の確

立について保護者の意識を高め

てもらえるような情報を発信す

る。       B【３年次】 

【プロセス】 

【進路課】 

・学習実態調査 4月・６月・９月・１１月・１月に実施した。 

・『進路のてびき』の発行準備に向けて、「受験体験記（向上進取）」を発

行し配布する。 

【家政科】 

・就職問題集を購入させ、週末課題を課し小テストを実施している。夏季

休業中は、家政科の課題とし提出させた。 

【１年次】Ｈ２３入学 

・４月初旬の年次集会以来、一日平均学習時間を普通科は４時間（国語１

時間、数学と英語は１．５時間）、家政科は２時間を確保することを継

続指導している。そのために、その時間量に見合う学習内容や課題を課

すよう申し合わせている。 

・年次団を挙げて弱点教科科目の学習指導を行った。 

 

【2年次】Ｈ２２年入学 

・１年次の 9月に学習時間が減少した。その時以来、復習の仕方に注意を

向けさせ、何を復習すべきかを明確に意識させ、復習時間のあり方を改

善させた。教科も復習項目や内容を生徒に明示し、次回の小テスト等で

確認をしている。 

・年間を通じて、週末に課題一覧を作成して生徒に配付した。 

 

【３年次】Ｈ２１年入学 

・高校生活になじめない生徒がいて、１・２年次生の時落ち着いて学習で

きない状態が続いた。ミニ集会や学年集会をする中で次第に落ち着きを

取り戻した。２年次の後期からは将来の目標を見定めた学習のあり方に

ついての自覚がもてるようになった。現在は、５教科の一日の平均学習

時間は、問題演習のための予習復習が大部分を占めている。 

 

 

【結果等】 

【進路課】 

 ・家庭学習時間については、１年次３．３時間、２年次３．０時間で目標達成 

 

 

 

【家政科】 

・長期休業中の問題演習（課題）については、国語と地歴分野を学び、提出率は８３％ 

であった。（２年次） 

・３年次では、４月～７月の間週末課題を課したが、提出率は７０％であった。但し、 

理数科目の空欄が目立った。 

○授業力・指導力の向

上の取り組の中で、

授業や課題の工夫

等は進んでいるが、

家庭学習時間の増

加としては成果が

出ていない。 

 

○平均家庭学習時間 

・家政科  1.5時間 

以上 

・普通科 

 １・２年 3.0時間 

以上 

    ３年 3.5時間 

        以上 

     

○家庭学習時間 3時間 

以上 

 普通科 

 １・２年  50 ％ 

   ３年  60 ％ 

 

○予習・復習をしてい

る 

 普通科  3.0以上 
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